
海外支援をかたる不審な

電話や訪問に注意してください！
貴金属類などを求められる場合があります！ご注意を！

※訪問買取のトラブルにつながる可能性があります。

自宅の情報などを聞かれても答えないようにしましょう！

※裏面は全国の実例です。決して他人事ではありません。

９月下旬頃、「登別市の～」や「登別市役所から委託を受けている～」
など、市が関係していると思わせるような組織名を名乗り、海外支援を
かたった不審な電話があったとの情報が市役所に複数件寄せられまし
た。
最初はお皿などの不要品を求めていたものの、話を進めていくと、貴
金属類などを求められる可能性があるため注意が必要です。
（※今回は、電話を受けた方が不審であると感じて市役所へ電話されたケースです。）

今回の事例は？

１ 登別市では現在「海外救援金」の募金受付は行っていますが、電話や訪問な

どで直接物資や寄付を募ることはありません。

２ また、市の職員が直接市民に電話をかけ、お金が戻ることや金融機関のキャ

ッシュカードの暗証番号を聞いたり、通帳等の提示やＡＴＭへ行って操作を求

めることは絶対にありません。

３ 市職員が各家庭へ訪問する際は、必ず所属と氏名を名乗り、身分証を携帯し

ています。

トラブルにあわないためのポイント！

少しでも不審と思ったら

対応しないですぐに電話を！

●室蘭警察署
☎（ ４６－０１１０）

●登別市消費生活センター
☎（ ８５－３４９１）

①登別市役所をかたる業者から、「海外支援のための物資

を回収しています。」「今日の午後から訪問するので、用

意して待っていてください。」といった不審な電話があ

った。

②相談者は困惑し聞き返したところ、相手は黙って電話を

切った。




